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このところ、毎年のように豪雨に見舞われ、避難情報を気にしながら過ごす時間が増えてきま
した。その上、避難先では新型コロナウイルスの感染防止策を取らなければなりません。
自然災害とパンデミック、この2つの災害が複合的に組み合わさった新たな『相乗型豪雨災

害』への対応の難しさを経験している方も多いのではないでしょうか。
3回目を迎える今年の防災・減災研究センターオープンディスカッションでは、自分たちの住む

地域の災害の“歴史”を知り、“今”の感染症拡大リスクを抑える分散避難につなげて、命を守る
手立てとすることの重要性について、地域での避難経験の継承、心に届く避難情報と避難行動、
分散避難を支える避難施設配置・交通計画の3つの視点から議論を進めます。

【プログラム】
テーマ１：災害の記憶と記録を探しだし継承する防災教育 (13:35-14:20)

パネリスト：人間社会科学研究科 准教授 後藤 秀昭
ディスカッサント：東広島市教育委員会指導課指導主事 清田 美紀
概 要：
災害の発生頻度が増しているとはいえ、自然の猛威に直面することは人生で何度もなく、自分の経験に
基づいて対処することは困難である。したがって、災害について継承する防災教育が災害対策の重要な
要のひとつである。自分の身近な地域を対象に、平成30年7月豪雨の経験を記録し、引き継ぐとともに、
それ以前の災害も地域の多様な資料や聞き取りなどから掘り起こす地域学習が必要であろう。学校教育
や地域で、主体的に学ぶ方法や方策などについて議論し、防災教育を進める手がかりを探りたい。

テーマ２：豪雨災害イメージと避難行動 (14:20-15:05)
パネリスト：人間社会科学研究科 教授 坂田 桐子
ディスカッサント：株式会社中国新聞社メディア開発局 園部 貴之
概 要：




